
監査公表第１２号 
 

 地方自治法第１９９条第5項の規定に基づき実施した、敦賀市消防防災館(仮称)
新築工事(建築・電力・電気通信・空調・給排水)に係る監査の結果を、同条第９

項の規定により、別紙のとおり公表する。 
 
 

平成１９年１０月２４日 
 
 
 
                  敦賀市監査委員 安 久   彰 
                     同    橋 本 幸 夫 
                     同    高 野 新 一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



工 事 監 査 結 果 報 告 書 
 
 
１ 監査対象工事の概要 
（１）建築工事 

 工事の名称   敦賀市消防防災館（仮称）新築工事（建築） 
工事の場所   敦賀市中央町２丁目１番２号 
工事請負金額  ４５１,５００,０００円 
工事期間    平成１８年８月２１日～平成１９年１１月３０日 
工事請負業者  株式会社 塩浜工業 
設計業務委託業者 佐藤総合・山内建築特定設計業務共同企業体 
監理業務委託業者 株式会社 佐藤総合計画 
工事概要   敷地面積  ３,８２９.８３８㎡ 

               建築面積（消防防災館）ＲＣ造６階建２,１３２.７６６㎡   
                       （連絡通路）Ｓ造４階建 ４０．８８１㎡ 
            （自転車置場）Ｓ造１階建 ４４．６１３㎡ 
工事進捗状況 進捗率５８.４％（計画６１.５％）  

                （平成１９年７月３１日現在） 
所 管 課  建設部住宅政策課  

 
（２）電力工事  
  工事の名称   敦賀市消防防災館（仮称）新築工事（電力） 

工事の場所   敦賀市中央町２丁目１番２号 
工事請負金額  １２０,７５０,０００円 
工事期間    平成１８年８月２１日～平成１９年１１月３０日 
工事概要    受変電設備、自家発電機設備、電灯設備等 
工事請負業者  日東電気株式会社 
設計業務委託業者 佐藤総合・山内建築特定設計業務共同企業体 
監理業務委託業者 株式会社 佐藤総合計画 
工事進捗状況   進捗率４２.５％（計画４７.３％）  

                  （平成１９年７月３１日現在） 
所 管 課    建設部住宅政策課  

 
（３）電気通信工事 
  工事の名称  敦賀市消防防災館（仮称）新築工事（電気通信） 

工事の場所  敦賀市中央町２丁目１番２号 



工事請負金額 ４６,２００,０００円 
工事期間   平成１８年８月２１日～平成１９年１１月３０日 
工事概要   弱電設備、放送設備、非常放送設備等 
工事請負業者 楠電気工事株式会社 
設計業務委託業者 佐藤総合・山内建築特定設計業務共同企業体 
監理業務委託業者 株式会社 佐藤総合計画 
工事進捗状況   進捗率７.４％（計画８.７％）  

                （平成１９年７月３１日現在） 
所 管 課    建設部住宅政策課  

 
（４）空調工事 

工事の名称  敦賀市消防防災館（仮称）新築工事（空調） 
工事の場所  敦賀市中央町２丁目１番２号 
工事請負金額 ５１,９７５,０００円 
工事期間   平成１８年８月２１日～平成１９年１１月３０日 
工事概要   空調設備、換気設備 
工事請負業者 株式会社 増田空調 
設計業務委託業者 佐藤総合・山内建築特定設計業務共同企業体 
監理業務委託業者 株式会社 佐藤総合計画 
工事進捗状況  進捗率３５.０％（計画３６.５％）  

                （平成１９年７月３１日現在） 
所 管 課   建設部住宅政策課  

 
（５）給排水工事 
  工事の名称  敦賀市消防防災館（仮称）新築工事（給排水） 

工事の場所  敦賀市中央町２丁目１番２号 
工事請負金額 ３７,２７５,０００円 
工事期間   平成１８年８月２１日～平成１９年１１月３０日 
工事概要   給排水設備、車庫換気設備、給油設備 
工事請負業者 有限会社 ミュ－トス 
設計業務委託業者 佐藤総合・山内建築特定設計業務共同企業体 
監理業務委託業者 株式会社 佐藤総合計画 
工事進捗状況  進捗率５０.１％（計画５２.３％）  

                （平成１９年７月３１日現在） 
所 管 課   建設部住宅政策課  

  



２ 監査の期間 
   平成１９年８月６日～平成１９年８月７日 
 
３ 監査の方法等 
  敦賀市消防防災館（仮称）新築工事（建築・電力・電気通信・空調・給排 

水）について、設計、施工、監理等が適切かつ効率的に執行されているかど 
うかについて関係書類を調査するとともに、工事担当課長及び工事担当職員 
から説明を受けた後、工事現場の実地調査を行った。 

  なお、この監査の実施にあたっては、工事技術に関する専門的知識を必要 
とするため、特定非営利活動法人公共技術研究協会との工事技術調査業務委 
託契約に基づき、技術士の派遣を求めて行った。 

 
４ 監査の結果   

設計図書の作成、工事の施工及び施工の監理等については、「公共技術研究

協会」から提出された工事技術調査結果報告書及び「福井県生コンクリ－ト工

業組合南越試験場」発行のコンクリ－ト強度試験結果報告書を総合的に検討し

た結果、概ね適正に実施されていたが、工事の監督体制について、特に委託管

理者に対する指導を徹底され、より一層適正な施工に努められたい。 
なお、軽易な事項については、その都度関係者に改善等を指示したので、記

述を省略した。 
 
※ コンクリ－ト強度については、シュミットハンマ－試験により３箇所測定

したところ内１箇所において設計強度（要求強度）を下回る数値（設計強度

３６.０Ｎ／ｍ㎡のところ測定強度３０.１ｍ㎡）となったことから、強度不

足箇所のコアを抜き、精度の高い圧縮強度試験の実施を指示。その後、福井

県生コンクリ－ト工業組合南越試験場で圧縮強度試験が行われた結果、設計

強度（要求強度）を上回る数値であることを確認している。 
 


